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【はじめに】 

幹線系からアクセス系に至るまで柔軟な波

長多重通信方式（WDM）の研究が活発に行わ

れており、超多重された信号からフレキシブル

に狭帯域チャネル信号を選択できるシステム

が求められている [1]。我々は、1530nm～

1565nm の波長帯域である C バンドにおいて、

3dB帯域幅が最小 3GHzクラスで急峻なロール

オフを有するチャネル選択フィルタを新たに

提案し、解析的に検討した[2]。今回は、以前

の素子構造を簡素化し、より選択帯域を拡大し

た波長可変バンドパス光フィルタについて解

析的に検討したので報告する。 

【解析結果】 

図 1 に提案する多重リング共振器構造を示

す。解析では Si 導波路を想定した。リング長

がそれぞれ L1=100µmと L2=120µmの二重リン

グ共振器を直列に接続した構造となっている。

二重結合リング共振器によりQ値を向上させ、

直列接続した二つのリング共振器とのバーニ

ア効果によりFSRを35nmまで拡大する役割を

持っている。図 2に透過特性の解析結果を示す。

クロストークが約-30dB以下、最大約 70mWの

熱光学効果により C バンド帯域で単一の波長

帯を選択することができる。図 3 に Drop port

の結合量と透過帯域の関係を示す。バス‐リン

グ間の結合量 K0=0.2、リング‐リング間の結

合量 K1=0.02 以下の条件で、Drop port の透過

特性において約 40GHz 透過帯域でのフラット

トップが得られる。 
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図 1. 素子構造 

  

図 2. Drop port 透過特性 

 

図 3. Drop portの結合量と透過帯域の関係 
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